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Ａ. 研究目的 

 2004 年に厚生労働省強皮症調査研究班

により「強皮症における診断基準・重症度

分類・治療指針」が作成され、2007 年に

改訂された。2010年には EBM に基づい

た「全身性強皮症診療ガイドライン」が公

表された。欧米の全身性強皮症の診断基準

の改定および治療の変化に対応するため、

今回新たに全身性強皮症のみならず限局

性強皮症、好酸球性筋膜炎、硬化性萎縮性

苔癬の診断基準・重症度分類・診療ガイド

ラインを作成することとなった。 

 

Ｂ. 研究方法 

 各疾患、各臓器毎に分担研究者・研究協

力者の中からエキスパートを選出し、担当

を決定した。班会議、メール会議を頻回に

行い、各疾患の診断基準・重症度分類・診

療ガイドラインを策定した。 

（倫理面への配慮） 

本研究に関し、倫理面で特に問題となる点

はない。 

 

Ｃ. 研究結果 

 全身性強皮症診断基準に関しては 2013

年ACR/EULARから発表された分類基準
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を参考にしつつ、本邦の従来の診断基準に

改訂を加えることとした。全身性強皮症の

重症度分類に関しては過去の重症度分類

を参考としつつACR/EULARでの議論を

ふまえ、一部変更した。全身性強皮症の診

療ガイドラインに関しては、過去に作成し

たものを参考にしつつ、最近数年での治療

の変遷を鑑みて CQ（クリニカル クエス

チョン）を変更、追加するとともに各 CQ

に対してエビデンスに基づいて推奨文、推

奨度、解説を作成した。限局性強皮症・好

酸球性筋膜炎・硬化性萎縮苔癬に関しては

従来診断基準がないため、班会議、メール

会議にて疾患概念を議論し、新たに診断基

準を作成した。限局性強皮症・好酸球性筋

膜炎・硬化性萎縮苔癬の重症度分類に関し

ても現存のものがないため、班会議、メー

ル会議にて重症例について議論し、新たに

重症度分類を作成した。各疾患の診療ガイ

ドラインも現在まで存在しないため新た

に重要な CQを挙げ、班会議、メール会議

にて議論して絞り込んだ。 

 各 CQに対して、エビデンスに基づいて

推奨文、推奨度、解説を作成し、詳細に検

討した。 

 

Ｄ. 考 案 

 班会議、メール会議を頻回に行い、全身

性強皮症の診断基準・重症度分類が完成し、

臓器毎の各疾患の診療ガイドラインの

CQ に対しては最新の evidence に基づい

て推奨文、推奨度、解説を作成し、完成す

ることができた。 

 また限局性強皮症、好酸球性筋膜炎、硬

化性萎縮性苔癬には明確な診断基準がな

く、広く認められた重症度分類がなかった

ため、疾患概念の確立、定義を重視してこ

れらの診断基準・重症度分類を完成した。

これらの皮膚線維化疾患の診療ガイドラ

インは存在しなかったため、世界に先駆け

て診療ガイドラインを策定した。 

 

Ｅ. 結 論 

 本年度全身性強皮症、限局性強皮症、好

酸球性筋膜炎、硬化性萎縮性苔癬の診断基

準・重症度分類・診療ガイドラインを完成

させ、パブリック・コメントを募り、日本

皮膚科学会の承認を得ることができた。ま

た本診断基準・重症度分類・診療ガイドラ

インは日本皮膚科学会雑誌に掲載され、日

本皮膚科学会および強皮症研究会議のホ

ームページにも掲載された。さらに本年度

中に書籍として出版されることも決定し

ている。 

これにより完成した本診断基準・重症度

分類・診療ガイドラインを本邦の強皮症の

新しい治療指針として普及することがで

きた。 

本診断基準・重症度分類・診療ガイドラ

インは３年ないし５年を目途に更新する

予定である。ただし、部分的更新が必要と

なった場合には、適宜日本皮膚科学会ホー

ムページおよび強皮症研究会議ホームペ

ージ上に掲載する。 
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S, Wang Z, Ihn H. Serum long non-coding 

RNA, snoRNA host gene 5 level as a new 

tumor marker of malignant melanoma. 

Exp Dermatol. 25, 67-69,2016 

42. Ihn H. Fibrosis: Overview. Systemic 

sclerosis basic and Translational Research  

(Springer)1-20,2016 

43. Fukushima S, Motoyama K, Tanida Y, 

Higashi T, Ishitsuka Y, Kondo Y, Irie T, 

Tanaka T, Ihn H, Arima H. Clinical 

evaluation of novel natural 

polysaccharides Sacran as a skincare 

material for atopic dermatitis patients. J 

Cosmetics, Dermatological Sciences and 

Applications.6,9-18,2016 

44. 長谷川 稔、石川 治、浅野善英、佐

藤伸一、神人正寿、竹原和彦、藤本 学、

山本俊幸、尹 浩信。硬化性萎縮性苔

癬 診断基準・重症度分類・診療ガイド

ライン。日本皮膚科学会雑誌、126、

2251-2257、2016 

45. 神人正寿、山本俊幸、浅野善英、石川 

治、佐藤伸一、竹原和彦、長谷川 稔、

藤本 学、尹 浩信。好酸球性筋膜炎 

診断基準・重症度分類・診療ガイドラ

イン。日本皮膚科学会雑誌、126、2241-

2250、2016 

46. 野田知香、梶原一亨、谷川広紀、境 恵

祐、福島 聡、神人正寿、尹 浩信。

S状結腸癌を合併した落葉状天疱瘡の

1例。皮膚臨床、58、1525-8、2016 

47. 澤村創一郎、吉野雄一郎、藤澤明彦、

鶴田美菜、山田早織、永元英子、尹 浩

信。過去 3年間に熊本赤十字病院を受

診した熱傷患者 1,700例の検討。日本

皮膚科学会雑誌、126、2109-16、2016 

48. 浅野善英、藤本 学、石川 治、佐藤

伸一、神人正寿、竹原和彦、長谷川 稔、

山本俊幸、尹 浩信。限局性強皮症 診

断基準・重症度分類・診療ガイドライ

ン。日本皮膚科学会雑誌、126、2039-

2067、2016 

49. 浅野善英、神人正寿、川口鎮司、桑名

正隆、後藤大輔、佐藤伸一、竹原和彦、

波多野将、藤本 学、麦井直樹、尹 浩

信。全身性強皮症 診断基準・重症度

分類・診療ガイドライン。日本皮膚科

学会雑誌、126、1831-1896、2016 

50. 山内 恵、牧野雄成、牧野貴充、福島 

聡、神人正寿、尹 浩信。シクロホス

ファミド大量静注療法とアザチオプ

リンの併用が奏効した全身性強皮症

に伴う間質性肺病変の 1例。西日本皮

膚科、78、356-361、2016 
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51. 中村香代、梶原一亨、永元英子、緒方

亜紀、牧野公治、岡本 実、尹 浩信。

下肢蜂窩織炎患者において超音波検

査は慢性静脈不全症のスクリーニン

グとして有用である。皮膚臨床、58、

1259-1264、2016 

52. 徳澄亜紀、城野昌義、丸尾圭志、富安

真二朗、山中 剛、尹 浩信。抗 TIF1

抗体陽性の皮膚筋炎において順次明

らかとなった多彩な皮疹・重複胃癌・

嚥下障害—5年間治療観察した症例—西

日本皮膚科。78、234-8、2016 

53. 澤村創一郎、市原麻子、鶴田美菜、神

人正寿、尹 浩信。強膜炎を合併した

壊疽性膿皮症の 1 例。皮膚臨床、58、

401-3、2016 

54. 尹 浩信、立花隆夫、向井秀樹、浅井

俊弥。熱傷の治療と熱傷診療の課題—

熱傷ガイドラインについて—。皮膚診

療、38、198-205、2016 

55. 尹 浩信。生物学的製剤による乾癬治

療。J Environ Dermatol Cutan Allergol。

10、510-22、2016. 

56. 尹 浩信。皮膚老化の分子メカニズム。

加齢皮膚医学セミナー、11、1-2、2016 

57. 尹 浩信。強皮症 診断基準。 

58. 尹 浩信。診療ガイドラインの活用法。

皮膚科研修ノート、20-21、2016 

59. 尹 浩信。全身性強皮症の診断と鑑別

診断。リウマチ科、55、251-4、2016 

60. 尹 浩信。褥瘡病期分類と創傷治癒。

WOC Nursing、4、4-13、2016 

２．学会発表 

1. 梶原一亨、牧野貴充、神人正寿、尹 浩

信。「当科における皮膚潰瘍・壊疽に対

して血管内治療を施行した全身性強皮

症患者のまとめ」2016.1.16 厚生労働

省「強皮症・皮膚線維化疾患の診断基

準・重症度分類・診療ガイドライン作成

事業」研究班 2015年度班会議・厚生労

働省「強皮症の病態解明および革新的

医薬品開発の研究」研究班 2015年度班

会議・第 19回強皮症研究会合同会議（東

京） 

2. Vu Huy Luong、知野剛直、徳力 篤、尾

山徳孝、長谷川稔、藤田美歌子、岡本良

成、大塚雅巳、尹 浩信。「A novel small 

compound that antagonizes TGF-/Smad 

signaling ameliorates bleomycin-induced 

skin fibrosis」2016.1.16 厚生労働省「強

皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症

度分類・診療ガイドライン作成事業」研

究班 2015年度班会議・厚生労働省「強

皮症の病態解明および革新的医薬品開

発の研究」研究班 2015年度班会議・第

19回強皮症研究会合同会議（東京） 

3. 牧野貴充、神人正寿、本多教稔、牧野雄

成、梶原一亨、大塚雅巳、尹 浩信。「培

養ヒト皮膚線維芽細胞における低分子

化合物（KL267）による抗線維化作用の

検討」2016.1.16 厚生労働省「強皮症・

皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分

類・診療ガイドライン作成事業」研究班

2015 年度班会議・厚生労働省「強皮症

の病態解明および革新的医薬品開発の

研究」研究班 2015年度班会議・第 19回
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強皮症研究会合同会議（東京） 

4. 王 中志、神人正寿、後藤瑞生、江良択

実、福島 聡、尹 浩信。「疾患特異的

iPS細胞を用いた、全身性強皮症皮膚線

維芽細胞におけるコラーゲン過剰産生

の機序の検討」2016.1.16 厚生労働省

「強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・

重症度分類・診療ガイドライン作成事

業」研究班 2015年度班会議・厚生労働

省「強皮症の病態解明および革新的医

薬品開発の研究」研究班 2015年度班会

議・第 19回強皮症研究会合同会議（東

京） 

5. 岡 晃、石川 治、竹原和彦、藤本 学、

長谷川 稔、桑名正隆、川口鎮司、山本

俊幸、高橋裕樹、後藤大輔、佐藤伸一、

浅野善英、遠藤平仁、神人正寿、尹 浩

信。「HLA領域における全身性強皮症

を対象とした遺伝学的解析」2016.1.16 

厚生労働省「強皮症・皮膚線維化疾患の

診断基準・重症度分類・診療ガイドライ

ン作成事業」研究班 2015年度班会議・

厚生労働省「強皮症の病態解明および

革新的医薬品開発の研究」研究班 2015

年度班会議・第 19回強皮症研究会合同

会議（東京） 

6. 桑名正隆、長谷川稔、白井悠一郎、石川 

治、遠藤平仁、小川文秀、後藤大輔、佐

藤伸一、尹 浩信、川口鎮司、竹原和彦。

「びまん皮膚硬化型全身性強皮症

（dcSSc）における皮膚硬化の進行を予

測する因子の同定」2016.1.16 厚生労

働省「強皮症・皮膚線維化疾患の診断基

準・重症度分類・診療ガイドライン作成

事業」研究班 2015年度班会議・厚生労

働省「強皮症の病態解明および革新的

医薬品開発の研究」研究班 2015年度班

会議・第 19回強皮症研究会合同会議（東

京） 

7. 梶原一亨、牧野貴充、神人正寿、尹 浩

信。「当科における皮膚潰瘍・壊疽に対

して血管内治療を施行した全身性強皮

症患者のまとめ」2016.1.22-23 第 39回

皮膚脈管・膠原病研究会 （高知） 

8. 緒方亜紀、福島 聡、神人正寿、尹 浩

信。「Red Tatoo Reactionを呈した皮膚

エリテマトーデス患者の 1 例」

2016.1.22-23 第 39回皮膚脈管・膠原病

研究会 （高知） 

9. 宮下 梓、福島 聡、神人正寿、尹 浩

信。「歯性病巣治療とトラニラスト内服

が奏効した肉芽腫性口唇炎の 1 例」

2016.2.6-7 日本皮膚科学会岩手地方会

学術大会第 373 回例会赤坂俊英教授退

任記念学会（盛岡） 

10. 井上久仁子、鶴田美菜、金澤早織、牧野

貴充、尹 浩信。「当科で経験した好酸

球性筋膜炎の 4例」2016.2.13-14 日本

皮膚科学会第 76 回沖縄地方会 上里 

博 琉球大学皮膚科教授退任記念地方

会（沖縄） 

11. 栗山春香、城野剛充、原田美穂、尹 浩

信。「背部褐色脂肪腫の 1例」2016.2.28 

日本皮膚科学会第 217回熊本地方会 

12. 島田秀一、市原麻子、福島 聡、尹 浩

信、間部裕代、河中功一。「成長ホルモ
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ン注射針が破折し臀部皮下に迷入した

1例」2016.2.28 日本皮膚科学会第 217

回熊本地方会 

13. 石橋卓行、城野剛充、梶原一亨、尹 浩

信。「蜂窩織炎との鑑別を要した播種性

クリプトコッカス症の 1 例」2016.2.28 

日本皮膚科学会第 217回熊本地方会 

14. 野口博光、比留間政太郎、牧野公治、宮

下 梓、尹 浩信。「Aspergillus flavus

による手指爪に生じた爪真菌症の 1例」

2016.2.28 日本皮膚科学会第 217 回熊

本地方会 

15. 木村俊寛、梶原一亨、松尾敦子、市原麻

子、尹 浩信、廣佐古 進、古賀教将。

「SLE に合併した yellow nail syndrome

の 1 例」2016.2.28 日本皮膚科学会第

217回熊本地方会 

16. 牧野貴充、梶原一亨、神人正寿、尹 浩

信。「全身性強皮症の皮膚潰瘍に対する

ボセンタンの治療効果の検討」2016.3.5 

第 98回日本皮膚科学会大分地方会藤原

舴平教授退任記念（大分） 

17. 三隅彰子、増田未散、井上久仁子、福島 

聡、尹 浩信。「褥瘡発生報告書を通じ

た予防ケア推進への取り組み」

2016.4.29 第 13回日本褥瘡学会九州・

沖縄地方会学術集会（佐賀） 

18. 木村俊寛、宮下 梓、福島 聡、青井 

淳、神人正寿、清谷一馬、井上博之、Park 

Jae-Hyun、中村祐輔、尹 浩信。「ニボ

ルマブ投与後に重症筋無力症、多発性

筋炎、心筋炎を発症した悪性黒色腫の 1

例」2016.5.27-28 第 32回日本皮膚悪性

腫瘍学会学術大会（鹿児島） 

19. 栗山春香、城野剛充、尹 浩信。「菌状

息肉症腫瘤期の症状にモガリズマブ著

効した高齢症例」2016.5.27-28 第 32回

日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（鹿児

島） 

20. 井上久仁子、木村俊寛、宮下 梓、城

野剛充、福島 聡、尹 浩信。

「Syringocystadenocarcinoma 

papilliferumの 1例」2016.5.27-28 第

32回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会

（鹿児島） 

21. 宮下 梓、福島 聡、伊方敏勝、増口

信一、神人正寿、尹 浩信。「右三角

筋外側皮下に interval nodeを認めた背

部悪性黒色腫の 1例」2016.5.27-28 第

32回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会

（鹿児島） 

22. 栗山春香、梶原一亨、金丸 央、西村

祐紀、伊方敏勝、増口信一、福島 

聡、神人正寿、今岡幸弘、牧野敬史、

尹 浩信。「頭部血管肉腫の寛解維持

中に脳膿瘍を来した 1例」2016.6.3-5   

第 115回日本皮膚学会総会学術大会

（京都） 

23. 緒方聡子、井上雄二、加口敦士、肥後

順子、尹 浩信。「DLST検査にて原

因薬剤を検討した中毒疹について」

2016.6.3-5第 115回日本皮膚学会総会

学術大会（京都） 

24. 池田 勇、尹 浩信。「スマートフォ

ン内蔵カメラによるダーモスコピーの

試み（第 2報）」2016.6.3-5   第
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115回日本皮膚学会総会学術大会（京

都） 

25. 野口博光、比留間政太郎、加納 塁、

尹 浩信。「エコフィナゾールで治療

した非白癬性爪真菌症の 2例」

2016.6.3-5   第 115回日本皮膚学会

総会学術大会（京都） 

26. 木村俊寛、梶原一亨、宮下 梓、増口

信一、尹 浩信。「両側臀部の毛巣洞

から生じた有棘細胞癌の 1例」

2016.6.3-5   第 115回日本皮膚学会

総会学術大会（京都） 

27. 前田紗希、梶原一亨、緒方亜紀、城野

剛充、尹 浩信。「ブロモクリプチン

内服により生じたブロム疹の 1例」

2016.6.3-5第 115回日本皮膚学会総会

学術大会（京都） 

28. 坂元亮子、新森大祐、城野剛充、尹 

浩信。「スギ花粉症で複数の食物アレ

ルゲンをもつ口腔内アレルギー症候群

の 1例」2016.6.3-5   第 115回日本

皮膚学会総会学術大会（京都） 

29. 津留靖生、神人正寿、市原麻子、福島 

聡、尹 浩信。「毛に含まれる

microRNAを用いた乾癬の診断」

2016.6.3-5   第 115回日本皮膚学会

総会学術大会（京都） 

30. 島田秀一、市原麻子、福島 聡、尹 

浩信、間部裕代、河中功一。「破折し

た成長ホルモン注射針が臀部皮下に迷

入した 1例」2016.7.2-3 第 40回日本

小児皮膚科学会（広島） 

31. 福島 聡、木村俊寛、宮下 梓、青井 

淳、神人正寿、井上博之、清谷一馬、

Jae-Hyun Park、中村祐輔、尹 浩信。

「ニボルマブにより重症筋無力症、多

発性筋炎、心筋炎を発症したメラノー

マ患者における TCRレパトワ解析」

2016.7.27-29 第 20回日本がん免疫学

会総会（大阪） 

32. Jinnin M, Fukushima S, Ihn H.  

Longitudinal changes in dermoscopic 

findings of infantile hemangioma. 

2016.7.29-31 Aesthetic Surgery & 

Cosmetic Dermatology (Taipei) 

33. 市原麻子、神人正寿、牧野貴充、福島 

聡、尹 浩信。「老人性血管腫におけ

る mivroRNAの検討」2016.8.6-7 第

34回日本美容皮膚科学会総会・学術大

会（東京） 

34. 島田佳奈子、坂本佳奈、西村祐紀、野

田智香、鶴田美菜、宮下加奈子、福島 

聡、神人正寿、尹 浩信。「レーザー

治療を行った異所性蒙古斑の兄弟例」

2016.8..6-7 第 34回日本美容皮膚科学

会総会・学術大会（東京） 

35. 金澤早織、神人正寿、福島 聡、尹 

浩信、天野冨紀子。「耳介の太田母斑

と考えられた症例に対するルビーレー

ザーでの治療経験」2016.8..6-7 第 34

回日本美容皮膚科学会総会・学術大会

（東京） 

36. 渡邉千夏、神人正寿、尹 浩信、天野

冨紀子。「Qスイッチルビーレーザー

照射を行った顔面四肢末端型後天性真

皮メラノサイトーシスの 1例」
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2016.8..6-7 第 34回日本美容皮膚科学

会総会・学術大会（東京） 

37. 神人正寿、福島 聡、尹 浩信。「乳

児血管腫のダーモスコピー所見の経時

的変化の検討」2016.8..6-7 第 34回日

本美容皮膚科学会総会・学術大会（東

京） 

38. 島田秀一、神人正寿、野田智香、西村

祐紀、坂本佳奈、宮下加奈子、福島 

聡、尹 浩信。「CLOVE症候群が疑

われた女児の毛細血管奇形に対する V

ビームレーザーでの治療経験」

2016.8..6-7 第 34回日本美容皮膚科学

会総会・学術大会（東京） 

39. 増田未散、三隅彰子、井上久仁子、牧

野貴充、福島 聡、神人正寿、尹 浩

信。「褥瘡予防ケア推進のため体制整

備と要因分析教育の効果」2016.9.2-3 

第 18回日本褥瘡学会学術集会（横

浜） 

40. 川野勇歩、梶原一亨、市原麻子、尹 

浩信。「当院におけるインフリキシマ

ブ治療継続率と中止理由に関する検

討」2016.9.2-3 第 31回日本乾癬学会

学術大会 

41. 宮下 梓、福島 聡、中原智史、徳澄

亜紀、久保洋介、神人正寿、尹 浩

信。「Forkhead box M1 (FOXM1): メ

ラノーマにおける新規治療ターゲット

としての検討」2016.9.8-10 第 44回日

本臨床免疫学会総会（東京） 

42. 中村香代、神人正寿、福島 聡、尹 浩

信。「全身性強皮症におけるエキソーム

の発現とその機能」2016.9.8-10 第 44

回日本臨床免疫学会総会（東京） 

43. Fukushima S, Kimura T, Miyashita A, Aoi 

J, Jinnin M, Inoue H, Kiyotani K, Park J-H, 

Nakamura Y, Ihn H.  T cell receptor 

analysis in the melanoma patirnt with 

myasthenic crisis and polymyositis induced 

by nivolumab.2016.9.7-10 46 th Annual 

ESDR Meeting 2016 (Munich) 

44. Yamada-Kanazawa S, Kajihara I, 

Fukushima S, Jinnin M, Masuzawa M, 

Hoshina D, Abe R, Ihn H.  Heat shock 

protein 90 is a novel therapeutic target for 

angiosarcoma.2016.9.7-10 46 th Annual 

ESDR Meeting 2016 (Munich) 

45. Egashira S, Jinnin M, Harada M, 

Masuguchi S, Fukushima S, Ihn H.  

Putative driver mutations of Kaposiform 

hemangioendothelioma detected by exome 

sequence analysis.  2016.9.7-10  46 th 

Annual ESDR Meeting 2016 (Munich) 

46. Nakahara S, Fukushima S, Yamashita J, 

Kubo Y, Tokuzumi A, Miyashita A, Harada 

M, Nakamura K, Jinnin M, Ihn H.  

Verification of the AT-rich interaction 

domain-containing protein 3B as a potent 

stem cell marker of melanoma comparing 

with CD271.2016.9.7-10  46 th Annual 

ESDR Meeting 2016 (Munich) 

47. 梶原一亨、尹 浩信。「隆起性皮膚線維

肉腫におけるオーロラキナーゼ A の発

現」 Expression of Aurora kinase A in 

dermatofibrosarcoma protuberans 
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2016.10.6-8 第 75 回日本癌学会学術総

会（横浜） 

48. Fukushima S, Kimura T, Miyashita A, 

Jinnin M, Inoue H, Kiyotani K, Park J-H, 

Nakamura Y, Ihn H.  T cell receptor 

repertoire analysis in the melanoma patient 

with myasthenic crisis and polymyositis 

induced by nivolumab.2016.10.12-14 12 

th Meeting of the German-Japanese Society 

of Dermatology (Karuizawa) 

49. 澤村創一郎、梶原一亨、尹 浩信。「鼻

部に生じた spindle cell adenolipomaの 1

例」2016.11.19-20 第 68回日本皮膚科

学会西部支部学術大会（米子） 

50. 野田智香、梶原一亨、原田美穂、福島 

聡、尹 浩信。「外陰部に生じた血管筋

線維芽腫の 2 例」2016.11.19-20 第 68

回日本皮膚科学会西部支部学術大会

（米子） 

51. 島田秀一、新森大祐、福島 聡、尹 浩

信、瀬戸山博子、立山雅邦。「ベムラフ

ェニブにより重症急性肝不全を発症し

た転移性悪性黒色腫」2016.11.19-20 第

68 回日本皮膚科学会西部支部学術大会

（米子） 

52. 井上雄二、加口敦士、中島聡子、尹 浩

信。「爪甲色素線条の 1例。」2016.11.19-

20 第 68回日本皮膚科学会西部支部学

術大会（米子） 

53. 神人正寿、中村香代、福島 聡、尹 浩

信。「全身性強皮症におけるエキソーム

の発現異常とその病態への関与」

2016.11.30-2016.12.2 第 39回日本分子

生物学会年会（横浜） 

54. 川野勇歩、梶原一亨、緒方亜紀、尹 浩

信、宮脇由美子。「乳房外 Paget病と鑑

別を要した脂腺癌の 1例」2016.12.4 日

本皮膚科学会第 219回熊本地方会 

55. 前原志野、宮下 梓、青井 淳、市原麻

子、川口祐司、中野 創、尹 浩信。「骨

髄性プロトポルフィリン症の家族例の

報告」2016.12.4 日本皮膚科学会第 219

回熊本地方会 

56. 税田亜樹、池田 勇、梶原一亨、尹 浩

信。「Thiersh植皮術を行った 2例ー高

齢者・ステロイド内服者に対する植皮

術ー」2016.12.4 日本皮膚科学会第 219

回熊本地方会 

57. 板井久恵、藤澤明彦、中嶋泰治、守屋千

賀子、神人正寿、尹 浩信。「救命しえ

た Vibrio vulnificus 感染症の 1 例」

2016.12.4 日本皮膚科学会第 219 回熊

本地方会 

58. Fukushima S, Inoue H, Park J-H, Kiyotani 

K, Zewde M, Miyashita A, Jinnin M, 

Kiniwa Y, Fujisawa Y, Kato H, Asai J, 

Yokota K, Ihn H, Nakamura Y.  

Intratumoral expression levels of PD-1, 

GZMA, and HLA-A along with 

ologoclonal T cell expansion associate with 

response to nivolumab. 2016.12.9-11 The 

41 th Annual Meeting of the Japanese 

Society for Investigative Dermatology 

(Sendai) 

59. Kajihara I, Koga A, Yamada S, Fukushima 

S, Jinnin M, Ihn H.  CCR9 expression 
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levels in psoriatic skin negatively correlates 

with clinical outcome to infliximab. 

60. 2016.12.9-11 The 41 th Annual Meeting of 

the Japanese Society for Investigative 

Dermatology (Sendai) 

61. Vu H Luong, Chino T, Tokuriki A, Oyama 

N, Sasaki Y, Ogura D, Niwa S, Fujita M, 

Okamoto Y, Otsuka M, Ihn H, Hasagawa M.  

A novel small compound that antagonizes 

TGF-/Smad signaling ameliorates 

bleomycin-induced skin fibrosis.  

2016.12.9-11 The 41 th Annual Meeting of 

the Japanese Society for Investigative 

Dermatology (Sendai) 

62. Yamada-Kanazawa S, Kajihara I, 

Fukushima S, Jinnin M, Masuzawa M, 

Masuzawa M, Amoh Y, Hoshina D, Abe R, 

Ihn H.  Overexpression of heat shock 

protein 90 as a potential therapeutic target 

for angiosarcoma.2016.12.9-11 The 41 th 

Annual Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology (Sendai) 

63. Egashira S, Jinnin M, Harada M, 

Masuguchi S, Fukushima S, Ihn H.  

Putative driver mutations of Kaposiform 

hemangioendothelioma detected by exome 

sequence analysis.2016.12.9-11 The 41 th 

Annual Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology (Sendai) 

64. Kudo H, Wang Z, Jinnin M, Ihn H.  EBI3 

downregulation contributes to type I 

collagen overexpression in scleroderma 

skin.2016.12.9-11 The 41 th Annual 

Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology (Sendai) 

65. 尹 浩信。「創傷・熱傷ガイドラインに

ついて〜創傷の痛み：痛みのある皮膚

の傷をどう治す？どう対処する？〜」

2016.1.14 信濃町皮膚ケアセミナー

（東京） 

66. 尹 浩信。「全身性強皮症の症状と治

療：特に手指潰瘍について」2016.2.12 

膠原病に伴う難治性病態を考える会

（小倉） 

67. 尹 浩信。「膠原病の皮膚潰瘍〜臨床症

状と治療について」2016.3.6 神奈川県

皮膚科医会第 150回例会（横浜） 

68. 尹 浩信。「創傷・褥瘡・熱傷ガイドラ

イン」2016.3.31 荒尾市民病院講演会

（熊本） 

69. 尹 浩信。「生物学的製剤の登場により

劇的に変化した乾癬治療」2016.5.19 

県南乾癬治療学術講演会（熊本） 

70. 尹 浩信。「生物学的製剤の登場により

劇変した乾癬治療」2016.6.16 皮膚科

セミナー（群馬） 

71. 尹 浩信。「全身性強皮症の症状と治

療：特に手指潰瘍について」2016.9.17 

第 6 回和歌山肺高血圧症研究会（和歌

山） 

72. 尹 浩信。「糖尿病性皮膚潰瘍・壊疽診

療ガイドラインについて」2016.9.24 

第 36回東北MMC研究会（仙台） 

73. 尹 浩信。「生物学的製剤により激変し

た乾癬治療」2016.10.27 栃木乾癬治療

ミーティング（栃木） 
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74. 尹 浩信。「創傷・褥瘡・熱傷ガイドラ

イン」2016.11.26 秋田県皮膚科談話会

（秋田） 

Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 

 

 


